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 くぬぎ営農組合は、平成 19 年に設立された転作

受託生産組合でありまして、現在構成員は 65 名で

す。この組合の特徴的な取組としては、ほ場を団地

化（1ha以上の区画が 12 団地）することにより効

率的な生産管理を行っていることです。 

 平成 28 年産大豆は約 30haほど作付けし、単収

は 220kg/10a と、山形県平均単収 159kg/10a

を大きく上回っています。 

 くぬぎ営農組合の構成員は、 

① 砕土率を上げることにより作業効率の上昇を図

るため、播種前の耕起を２回行うこと   

② 畦畔の除草管理は各構成員が行い、ほ場周辺の環

境保全に努めること 

の２点の共通認識を持つことに加え、独自の栽培暦を作成し、様々な技術を用いて高収

量高品質を目指しています。 

 ほ場の団地化や小畦立播種の導入により湿害はほとんど発生していません。中耕・培

土には、アップカットロータリーを使っていますが、あまりにも高く土が盛れてしまう

ので、2本目の爪は外しています。 

地力の低いほ場で、緑肥として麦を播種して、ある程度生長したところで刈り取って

すき込んでいます。 

全てのほ場で里のほほえみを作付けしていますが、作業期を分散させるために早生品

種の導入も検討しています。 

 

＜くぬぎ営農組合 金子組合長＞ 
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東北大豆セミナーinやまがた 現地調査 

“耕耘同時小畦立播種、緑肥導入の取組” 
 

くぬぎ営農組合組織概要 

 

1 組織概要    転作受託生産組合 設立平成 19 年 構成員 65 名（H29） 

 

2 役員構成    組合長 金子克彦 氏 他役員 10 名 オペレーター9 名 事務局 2 名 

 

3 事務所     山形市宮浦 14 番の 8  ＪＡやまがた宮浦支店内 

 

4 作物名     大豆（里のほほえみ） 受託面積 約 34ha １ha 以上 12 団地 

 

5 所有農機具   汎用コンバイン 2 台 乗用管理機 3 台 (中耕・農薬・肥料散布)  

         大豆用トラクター53ps 1 台 播種機 3 台 アップカットロータリー3 台  

         パラソイラー1 台 ブロードキャスター1 台 明渠堀機 1 台 

 

6 販売実績(H28)  約 30ha 2 等 1380 袋 3 等 901 袋 68,430kg 10ａ収量 223kg     

 

7 基本作業原則 ・播種前耕耘を 2 回実施し、砕土率を高め作業の効率化を図る。 

        ・畦畔の除草管理は各構成員が行い、圃場周辺の環境保全に努める。 

 

8 大豆関係の受賞暦     

  ・第 8 回東北大豆ピカイチ大賞 東北ブロック豆類経営改善共励会事務局長賞 

・平成 24 年度山形県グッドハーベストコンクール 大豆の部 県知事賞 
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「里のほほえみ」栽培概要（平成 28 年産） 
 

１ 取組課題名 「里のほほえみ」高品質・多収栽培技術の普及拡大   

（耕うん同時畦立て播種の導入による初期湿害回避及び生育の向上） 
 

２ 市町村地区 山形市金石田 集団・生産名 くぬぎ営農組合 
 

３ 耕種概要 

（１）供試品種 里のほほえみ   

（２）作付面積(a)  30ａ 

（３）圃場条件 細粒強グライ土、転換５年目 

（４）排水対策 明渠及び畦立て同時播種 

（５）土づくり関係 無し 

（６）基肥 現物 75kg/10a（N-P-K＝2.4-3.0-2.9 kg/10a） 

製品名 醗酵けいふん(3.2-4.0-3.8) 

（７）追肥 現物 10kg/10a（N-P-K＝1.4-1.4-1.4 kg/10a） 

製品名 かがやき高度 444(14-14-14)、７日１日施用 

（８）播種期(月日) 6月 2日 

（９）播種量（kg/10a） 4.5kg/10a 

（10）播種様式 畦立て同時播種  

（11）栽植密度 13.3本/㎡（1株 2本立て、畦間 75cm × 20cm） 

（12）病害虫防除 

5月 12日 チアメトキサム・フルジオキソニル・メタラキシル M水和剤 

8月 24日 クロラントラニリプロール水和剤、イミベンコナゾール水和剤 

9月 2日 エトフェンプロックス・アゾキシストロビン水和剤 

（13）雑草防除  6月 3日 アラクロール・リニュロン乳剤 
 

４ 生育経過 

（１）生育時期  出芽期: 6月 8日  開花期:8月 1日  成熟期：10月 11日 

（２）生育経過 

区名 

生育初期（調査:7/13） 開 花 期(調査:8/3) 

主茎長 
(cm) 

主茎節数 
(節) 

分枝数 
(本) 

茎径 
(mm) 

主茎長 
(cm) 

主茎節数 
(節) 

分枝数 
(本) 

茎径 
(mm) 

実証区 35.1 7.2 0.1 5.7 59.1 14.2 2.1 8.5 

 

区名 
成 熟 期 

主茎長 
(cm) 

主茎節数 
(節) 

分枝数 
(本) 

稔実莢数 
(個/㎡) 

倒伏 蔓化 病害虫の発生状況 

実証区 69.6 16.5 2.4 532 0 0 無 

注)倒伏程度は 0～4、蔓化は 0～5（無、微、少、中、多、甚）で評価  
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５ 収量・品質 

区名 
子実重 

(㎏/10a) 

屑重 

(㎏/10a) 

百粒重 

(g) 

検査 

等級 

外 観 品 質 

紫斑 褐斑 裂皮 虫害 しわ粒 腐敗 

実証区 390 0.5 38.3 ２上 0 0 1 1 1 0 

注)外観品質は 0～5（無、微、少、中、多、甚）で評価  
 

６ 概要 

・５月下旬の降水量が少なく、播種時の土壌水分はやや少ない状況であった。畦立て播種することで平

畦よりも乾燥し、出芽が遅延することが懸念されたが、アップカットロータリーを用いたことで表層

の砕土率が高く、下層の水分保持が適正であったことから、出芽は遅延することもなく良好となり、

揃いも良かった。 
 

・出芽後は定期的に降雨があり、初期生育は概ね良好であった。7月 6日には約 50mmの降雨があり、一

部停滞水も見られたが、排水対策を取っていたことから畦間の乾きが早く、生育への影響は見られな

かった。 
 

・一回目のロータリー耕による培土時に、一部で

畦を削り取るような作業となってしまい、大豆の

株元に土が寄りきらないところがあった。このた

め、雑草が残ってしまった部分があり、後に手取

り対応を行ったものの、汚損による等級低下が見

られた。今後の対策として、畦立て播種時の畦の

高さを調整し、中耕培土が効果的に行える作業体

系を講じる。 

                         図 大豆初期生育期間の降水量（ｱﾒﾀﾞｽ山形） 

 

 

 

 

 

 

 

① 出芽時の状況（6/12）           ② 降雨後の状況（7/6、日降水量 49.5mm）     

 

 

 

 

 

 

 

③ 降雨後の状況２（7/13）          ④ 黄化期(落葉始期)の状況（9/30） 
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